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足立茉莉『無題 20231111- ⑤』　画用紙・ペン、H383×W543mm、2023 年制作
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天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
者などの多くがもって
いる優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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第
12
回
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
４

新
た
な
一
歩
に
…

天
才
ア
ー
ト
年
間
活
動
の
集
大
成
と
も
い
え
る

『
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
４
』
…
登
録
作
家
45
人
・

作
品
総
数
４
０
３
点
に
よ
る
展
覧
規
模
で
、
去
る

10
月
１
日
か
ら
14
日
の
13
日
間
に
わ
た
り
、
会

場
は
６
年
ぶ
り
と
な
る
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
、
盛
況
裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

予　　告

展 覧 会

報　　告

展 覧 会

市
役
所
本
庁
舎
地
下
連
絡
通
路

で
の
展
示

京
都
市
役
所
本
庁
舎
地
下
連
絡
通
路
内
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
約
32
ｍ
内
に
複
製
画
や
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ

ル
、
当
機
構
の
紹
介
な
ど
の
展
示
が
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、「
京
都
市SD

G
s

未
来
都

市
計
画
の
推
進
」
が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
お
り
、
障
碍

の
あ
る
人
の
創
造
的
制

作
活
動
を
支
援
し
て
き
た

当
機
構
と
し
て
は
、
四
条

通
り
地
下
道
で
開
催
中
の

『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩

り
！
』
展
と
関
係
づ
け
て

展
示
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
つ

な
が
り
を
大
事
に
、
当
機

構
の
今
ま
で
の
取
り
組
み

と
今
後
の
予
定
を
紹
介
し

ま
す
。

会
期　

２
０
２
４
年
１
月
７
日
（
火
）
午
後
～

２
０
２
５
年
１
月
30
日
（
木
）

会
場　
御
池
通
り
地
下
、
京
都
市
役
所
本
庁
舎
地

下
連
絡
通
路
約
32
ｍ
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
力　
京
都
市
行
財
政
局
総
務
部
庁
舎
管
理
課

感動空間になった展覧会場

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
「
京
い
ち
に
ち
」
や
京
都
新
聞
等
で

も
広
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
実
に
昨
年
の
約
３
倍

に
も
な
る
観
客
の
み
な
さ
ん
が
ご
来
場
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

「
い
ず
れ
の
作
品
も
そ
の
芸
術
性
の
高
さ
と
独

創
性
に
感
動
し
た
」「
ど
の
作
品
も
色
調
が
と
て

も
明
る
く
、
観
て
い
て
と
て
も
癒
さ
れ
る
」
な
ど

多
く
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
も
、
作
家
そ

し
て
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
励
ま
さ
れ
る
思
い
で
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を

つ
な
ぐ
新
た
な
取
り
組
み
で
も
あ
っ
た
各
週
末
の

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
」
に
は
、
合
計
で
40
名
を

超
え
る
方
々
が
熱
心
に
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
に

も
、
心
か
ら
の
感
謝
と
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。

会
期　
２
０
２
４
年
10
月
１
日（
火
）～
14
日（
月・祝
）

時
間　
11
時
～
18
時
／
７
日
（
月
）
休
館

会
場　
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー:

京
都
市
中
京
区
油

小
路
通
御
池
押
油
小
路
町
２
３
８-

１

入
場
無
料

会
期
中
、
５
日
（
土
）、
12
日
（
土
）
に
は
子
ど

も
を
対
象
、
６
日
（
日
）、
13
日
（
日
）
に
は
大

人
を
対
象
に
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催

（
各
日
と
も
に
11
時
～
と
12
時
～
の
２
回
）。

先
着
15
名
（
事
前
申
込
不
要
）

ギャラリーツアーにも多くの参加者

さまざまなグッズラインナップも人気

市役所本庁舎地下連絡通路
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２
０
２
５
年
開
催
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
む
け

て
「
京
都
」
か
ら
の
文
化
発
信
事
業
で
あ
る
第
２

回
「
日
本
国
際
芸
術
祭
」。
そ
の
主
催
者
よ
り
依

頼
を
受
け
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
企
画
主

宰
で
「
想
像
力
あ
ふ
れ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ア
ー

ト
展
」
を
紅
葉
は
じ
ま
る
高
台
寺
「
利
生
堂
」
を

舞
台
に
、
11
月
11
日
（
月
）
か
ら
17
（
日
）
の
７

日
間
に
わ
た
り
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
８
回
『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト

の
彩
り
！
』
展

今
年
度
も
、
12
月
２
日
よ
り
来
年
１
月
末
ま
で
、

当
機
構
作
家
の
Ｂ
１
判
サ
イ
ズ
作
品
ポ
ス
タ
ー
50

点
に
つ
い
て
、
四
条
通
り
地
下
道
中
央
柱
に
設
置

し
た
展
示
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
展
示
は
（
公
財
）
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協

力
基
金
さ
ま
の
助
成
に
よ
り
、
毎
年
新
し
い
作
品

ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
加
え
た
上
で
50
点
を
選
定

し
、
阪
急
電
鉄
（
株
）
さ
ま
と
都
市
計
画
局
歩
く

ま
ち
京
都
推
進
室
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り 

、
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

作品ポスターに目を止める修学旅行生たち

登
録
作
家
か
ら
７
人
の
平

面
・
立
体
作
品
14
点
と
と
も
に
、

天
才
ア
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
巡
回

相
談
を
し
て
い
る
白
河
総
合
支
援
学
校
の
美
術
部

員
制
作
に
よ
る
大
作
「
四
神
相
応
之
図
」
も
一
緒

に
展
覧
。

利
生
堂
の
大
涅
槃
図
と
と
も
に
親
和
す
る
ア
ー

ト
空
間
を
創
出
…
多
く
の
外
国
人
観
光
客
の
方
々

も
含
め
、
会
期
中
に
は
国
内
外
約
１
５
０
０
人
の

み
な
さ
ん
に
、
天
才
ア
ー
ト
の
め
ざ
す
も
の
を
体

感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

殺
風
景
に
な
り
が
ち
な
地
下
道
で
す
が
、
当
機

構
作
家
作
品
が
並
び
、
華
や
か
に
地
下
道
が
彩
ら

れ
、
行
き
交
う
人
々
に
ア
ー
ト
で
明
る
い
雰
囲
気

や
、
新
た
な
気
づ
き
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
も
こ
の
展
示
を
見
て
作
品
購
入
の
お
問

い
合
わ
せ
を
複
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
年

末
年
始
の
１
年
で
最
も
人
出
の
多
い
時
期
と
重
な

り
、
一
層
多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
、
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

会
期　
２
０
２
４
年
12
月
２
日
（
月
）
～

２
０
２
５
年
１
月
30
日
（
木
）

会
場　
四
条
通
地
下
道
（
麩
屋
町
通
下
～
柳
馬
場

通
下
間
約
１
０
０
ｍ
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
力　
都
市
計
画
局
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室
・

阪
急
電
鉄
（
株
）

助
成　
（
公
財
）
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金

大涅槃図と相対する天才アート作品群 「四神相応之図」WOてがけた高校生たち

地下道中央柱に50点の作品ポスターを展示

開 催 中

展 覧 会

「
想
像
力
あ
ふ
れ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ア
ー
ト
展
」

高
台
寺
利
生
堂
に
て
開
催
！
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

山川 隆晟

山川 隆晟　Yamakawa Takaaki　1992 年生
山川は、色鉛筆を用いて実在の神社や寺、ビルなどの観光名所をス
ケッチブックに描き続けます。建物や植物は細部まで丁寧に描かれ、
名称にはローマ字併記や最寄り駅の情報、時折建物の解説も書かれ
ています。さながらガイドブックのようで、彼の絵を前にするとそこを
訪れたくなります。

『無題』　画用紙・鉛筆・色鉛筆、H250×W352mm、2024年制作

『橘寺本堂観音堂』　画用紙・鉛筆・色鉛筆、H250×W352mm、2023年制作

『ピラミッドザムーン』　画用紙・鉛筆・色鉛筆、H297×W423mm、2024年制作
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石原 寛子

石原 寛子　Ishihara Hiroko　1999年生
石原の作品を前にした時、多くの人の目にはただの「セロハンテープ
を丸めただけ」の集合体のように映るかもしれません。しかし、その
制作過程を知ると大きく印象が変わります。彼女は自分自身の手の平
から上腕部にテープを貼付け、それを丸めて、次々を合体させてゆきま
す。その所作を1年にもわたって続けます。色がついている箇所は、紙
にクレパスを塗り付けた後、そこに手をこすりつけて彩色し、テープに
色を転写します。彼女は、テープを引っ張るときの音、そのテープを腕
に貼付けそこで丸めてゆく感触、その「行為を楽しんでいる」のです。
作品はそうした所作の集合体であり結晶ともいえます。

『かばの親子』　画用紙・鉛筆・色鉛筆、H383×W543mm、2024年制作 『地蔵菩薩像』　画用紙・鉛筆・色鉛筆、H420×W297mm、2024年制作

『カメレオン』　タックステンド、H210×W298mm、2024年制作

RYUTA

RYUTA　1989年生まれ
RYUTAが描く動物たちや仏像、そして過去の名画は、「平面」に変換されます。彼の手に
かかるとモチーフは正面か横を向けられ、奥行きを奪われ紙に張り付き、ユーモラスにデフォ
ルメされてしまいます。鑑賞者はそのユーモラスなところに微笑んだ時、RYUTAが創り出
した「平面の世界」へと引き込まれていくようで、そんなある種の独特の雰囲気も彼の作
品の魅力の一つです。

『増殖』セロハンテープ・クレパス、サイズ可変、2023年制作

『増殖』セロハンテープ・クレパス、サイズ可変、2023年制作
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●
初
め
て
の
作
品
展
示

こ
う
た
は
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
。
中
学
生
の
時

に
は
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
を
経
験
。
十
数
年
前

に
は
統
合
失
調
症
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

就
労
支
援
Ｂ
型
の
事
業
所
で
、
病
院
施
設
の
ベ
ッ

ド
や
車
椅
子
の
洗
浄
作
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
図
画
工
作
は
好
き
で

し
た
が
、　

自
宅
で
描
く
こ
と
は
な
く
、
当
時

は
、
特
別
な
思
い
は
無
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
頃
か
ら
、
学
習
ノ
ー
ト
に
自
分

の
思
っ
た
こ
と
や
、
漫
画
の
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
を

色
鉛
筆
や
ク
レ
パ
ス
で
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
絵
に
は
写
実
的
な
も
の
は
一
切
な
く
、
独
自

の
感
覚
で
人
や
動
物
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
毎

日
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
描
き
、
学
習
ノ
ー
ト
は

残
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
約
８
０
０
冊
に
及
び

ま
す
。
そ
の
後
、
画
用
紙
に
も
描
き
始
め
ま
し
た
。

転
機
は
、
２
０
１
８
年
、
買
い
物
先
の
イ
オ
ン

モ
ー
ル
草
津
で
行
わ
れ
て
い
た
「
ぴ
か
っ
to
ア
ー

ト
展
」
を
、
た
ま
た
ま
目
に
し
た
こ
と
で
す
。
障

害
者
が
描
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
素
敵
な
作
品
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
楽
し
く
、
こ
れ
に
共
感
し

た
よ
う
で
し
た
。　
　
　
　
　

来
年
は
自
分
も
応
募
し
て
み
た
い
と
言
い
、
翌

年
に
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
が
「
喜
び
と

悲
し
み
」
と
い
う
画
用
紙
に
描
い
た
絵
で
す
。
人

は
心
の
中
に
喜
び
と
悲
し
み
の
両
方
を
持
ち
、
あ

ふ
れ
る
感
情
の
中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
、
心
の

様
を
表
現
し
た
も
の
の
よ
う
で
し
た
。
初
め
て
多

く
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
作
品
に
対
す
る
暖
か
い

コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
人
に
と
っ
て
、

と
て
も
素
敵
な
体
験
で
し
た
。

●
絵
を
描
く
こ
と
で
生
ま
れ
た
自
信

こ
う
た
は
、
と
て
も
心
配
性
で
、
自
分
が
ど

ん
な
人
な
の
か
を
、
い
つ
も
に
気
に
か
け
て
い
ま

し
た
。
自
分
の
良
さ
を
見
つ
け
た
く
て
、
人
か
ら

褒
め
ら
れ
る
と
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
「
褒
め
ら
れ

帳
」
に
書
き
と
め
る
と
い
う
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
、
こ
う
た
は
、「
自
分
は
牛
に
似
て
る
？　

も
し
似
て
た
ら
う
れ
し
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
牛
に
は
、
ま
っ
す
ぐ
で
、
素
直
で
、
朗
ら
か

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
し
た
。
ま
っ
す
ぐ
で

朗
ら
か
な
牛
に
、
ユ
ー
モ
ア
が
備
わ
っ
た
ら
さ
ら

に
理
想
的
、
と
自
分
自
信
に
な
ぞ
ら
え
て
牛
を
描

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
さ
か
だ
ち
す
る
牛
」
は
、

翌
年
の
同
展
示
会
で
大
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

障
害
が
あ
り
、
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
ま
り
得

意
で
は
な
か
っ
た
し
、
引
き
こ
も
っ
た
過
去
も
あ

る
。
行
動
範
囲
が
狭
く
、
知
り
合
い
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
家
族
以
外
か
ら
褒
め
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
く
、
自
分
に
自
信
が
も
て
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
人
に
は
な
い
自
分
の
良
さ
を
、
は
っ
き

り
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
絵
を
描
く
こ
と
で

何
か
が
開
け
た
よ
う
で
し
た
。

●
思
い
っ
き
り
絵
が
描
け
る
天
才
ア
ー
ト

そ
ん
な
時
、
た
ま
た
ま
京
都
新
聞
で
見
か
け
て

「
天
才
ア
ー
ト
展
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
」
を
知
り
、

親
子
で
出
か
け
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
長
が
溢
れ
る
優
劣
な
ん
て
つ
け
ら
れ
な

い
独
自
の
絵
や
立
体
作
品
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
た
が
自
分
も
こ
こ
で
描
き
た
い
と
希
望
し
た

の
で
、
お
願
い
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
有
難
い
こ
と
で
し
た
。
行
動
範
囲
が
広
が

り
、
新
し
い
経
験
が
で
き
る
。
月
に
２
回
は
キ
ャ

ン
バ
ス
に
思
い
っ
き
り
絵
が
描
け
る
。
帰
り
に
は

親
子
で
寄
り
道
を
し
た
り
、
外
食
を
す
る
こ
と

だ
っ
て
で
き
ま
す
。

こ
う
た
は
、
写
実
的
な
絵
は
一
切
描
か
ず
、
不

「
絵
を
描
く
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
」

ご家族さま
より寄稿

初めて展示された『喜びと悲しみ』

思
議
な
絵
が
多
い
で
す
（
写
実
的
な
絵
は
描
い
て

も
滅
茶
苦
茶
、
下
手
で
す
）。
最
終
の
完
成
型
の

イ
メ
ー
ジ
を
は
っ
き
り
と
は
持
た
ず
に
、
ま
ず
は

描
き
始
め
る
。
描
き
な
が
ら
、
途
中
の
そ
の
時
々

の
絵
の
見
え
方
に
反
応
し
て
、
上
か
ら
描
き
足
し

て
い
く
、
ど
ん
ど
ん
塗
っ
て
い
く
と
い
っ
た
感
じ

で
す
。
一
枚
の
絵
も
描
い
て
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
で
も
ど
ん
な
絵
に
な

る
の
か
、
最
後
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
せ
っ
か
く
良
い
感
じ
に
描
け
て
い
た
絵

が
、
上
か
ら
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
跡
形
も
無
く
別
の

絵
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇な
く
ど
ん
ど
ん
描
き
ま
す
。

家
の
中
で
も
描
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ

う
た
の
部
屋
の
机
や
絨じ
ゅ
う
た
ん毯は

い
つ
も
絵
具
だ
ら
け
。

洗
面
所
や
お
風
呂
場
も
、
時
々
絵
具
を
洗
っ
た
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
親
は
「
き
れ
い
に
掃

除
を
し
な
さ
い
！
」
と
小
言
を
言
い
な
が
ら
も
、

こ
う
た
が
元
気
に
絵
を
描
い
て
、
面
白
い
作
品
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
、
小
さ
な
？
喜
び
を
感
じ

て
い
ま
す
。

天
才
ア
ー
ト
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
た
し
ま
す
。

大賞をもらった『さかだちする牛』とこうた

こうたと『イタリアのギター弾き』

い
し
い
こ
う
た
の
父

た
か
ゆ
き
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レポート

トピックス

「
コ
ト
ノ
ム
ス
ビ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
今
年
も
参
加
し
ま
し
た

京
都
市
内
の
「
宿
泊
施
設
」
と
京
都
の
匠
の
技

（
伝
統
工
芸
・
京
都
産
食
材
・SD

G
s

商
品
、
ア
ー

ト
な
ど
）
を
む
す
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
コ
ト
ノ
ム

ス
ビ
」。
昨
年
に
続
き
今
秋
も
９
月
24
日
（
火
）・

25
日
（
水
）、
京
都
伝
統
産
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
32
社
・
団
体
の
ひ
と

つ
と
し
て
ブ
ー
ス
出
展
い
た
し
ま
し
た
。

２
日
間
で
施
設
・
観
光
関
連
施
設
関
係
等
約

１
２
０
人
の
来
場
者
。
宿
泊
空
間
に
あ
ら
た
な

ア
ー
ト
の
彩
り
を
加
え
る
可
能
性
と
し
て
、
作
品

購
入
の
み
な
ら
ず
レ
ン
タ
ル
で
の
利
活
用
に
つ
い

て
も
、
広
く
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
し
た
。

旅
を
愉
し
む
方
々
に
も
天
才
ア
ー
ト
と
の
一
期

一
会
の
結
（
む
す
び
）
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
の
一
翼
と
し
て
い
き
ま
す
。

京
都
市
教
育
⻑
執
務
室
に

作
品
原
画
を
展
示

京
都
市
教
育
長
稲
田
新
吾
さ
ま
に
は
か
ね
て
よ

り
、
当
機
構
を
応
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

去
る
９
月
12
日
（
木
）、
教
育
長
執
務
室
に
当
機

構
作
家
、
三
津
田
一
輝
さ
ん
の
「
風
神
」「
雷
神
」

の
作
品
原
画
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
約
１
年
間
、
同
室
で
展
示
予
定
で
す
。
教

育
長
室
へ
来
訪
の
皆
さ
ま
方
の
目
に
留
ま
り
、
当

機
構
に
つ
い
て
よ
り
一
層
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

原画も展覧…さまざまな出会いの場に

三津田一輝氏の『風神・雷神』と一緒に写真におさまる稲田教育長

青
空
美
術
館
第
18
号

「
京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学
校
」

工
事
現
場
の
仮
囲
い
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
所
属
作
家
の
作
品
を
飾
る
、「
青
空
美
術
館
」。

第
18
号
と
し
て
京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学
校
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
10
月
31
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学
校
に
は
、
第
13
号

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
２
０
２
１
年
12
月
１
日

か
ら
２
０
２
４
年
６
月
ま
で
校
舎
建
替
工
事
の
仮

囲
い
に
青
空
美
術
館
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
そ
の
第
２
弾
と
な
り
ま
す
。
作
品
パ
ネ
ル

は
４
点
と
少
な
い
で
す
が
、
４
点
全
て
同
校
の
卒

業
生
の
作
品
で
す
。

会
期
：
２
０
２
４
年
10
月
31
日（
木
）〜
未
定

会
場
：
京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学
校

　
　
　
校
舎
新
築
工
事
現
場 

囲
い
塀

設
営
協
力
：
津
田・寺
村
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

第
16
号
京
都
中
央
信
用
金
庫
三
条
支
店
建
替
工
事

第
17
号
旧
府
立
総
合
資
料
館
解
体
工
事

の
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
継
続
展
示
中
!!

現
在
、
市
内
で
は
京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学

校
を
含
め
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
と
も
ご

高
覧
く
だ
さ
い
。
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吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

足
立
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
鮮
や
か
な
色
彩
で
、
渦
巻
き
は

幾
重
に
も
重
な
っ
た
「
花
丸
マ
ー
ク
」
や
「
花
火
」
の
よ
う

に
も
、
あ
る
い
は
「
花
」
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
10
代
ま

で
は
タ
イ
ル
様
に
絵
の
具
で
配
色
す
る
よ
う
に
描
い
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
１
３
年
よ
り
ペ
ン
で
渦
巻
き
状
に
描
く
作
風
に

変
化
し
、
そ
の
後
渦
巻
き
が
１
つ
か
ら
２
つ
３
つ
と
増
え
て

10
個
ま
で
に
増
え
、
作
品
は
鮮
や
か
な
タ
イ
ル
様
に
色
塗
ら

れ
た
背
景
の
上
に
描
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
鑑
賞
者
が
ど
の

よ
う
な
解
釈
を

す
る
場
合
で
も
、

お
の
ず
と
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
描

く
足
立
の
身
体

性
が
浮
か
び
上

が
り
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

本
年
秋
は
、「
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
４
」
と
「
想
像
力

あ
ふ
れ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ア
ー
ト
展
」
と
が
立
て
続
け
に
開

催
さ
れ
、
作
家
の
皆
さ
ま
や
ス
タ
ッ
フ
も
今
ま
で
に
な
い
忙

し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
両
展
と
も
多
く
の

市
民
や
観
光
客
に
ご
高
覧
い
た
だ
き
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
の
実
力
が
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

来
た
る
２
０
２
５
年
は
、
大
阪
関
西
万
博
の
開
催
も
あ
り
、

今
ま
で
以
上
に
多
く
の
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
来
日
さ
れ
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
皆
さ
ま
に
も
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
に

触
れ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会報「天才アート」は、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズが提供する
ヒラギノフォントを使用しています。

企
業
・
団
体
の
助
成
、
協
賛
の
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
２
０
１
１
年
の
活
動
開

始
以
来
、
登
録
作
家
は
15
人
か
ら
45
人
（
24
年
12

月
末
現
在
）
と
大
幅
に
増
え
、『
天
才
ア
ー
ト
展
』

や
『
青
空
美
術
館
』
な
ど
の
各
種
展
示
事
業
、
作

品
収
蔵
と
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
、『
会
報
』
発

行
や
Ｈ
Ｐ
配
信
な
ど
の
広
報
事
業
な
ど
幅
広
く
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
機
構
の
運
営
予
算
の
多
く
は
、
企
業
さ
ま

や
団
体
さ
ま
の
協
賛
金
や
助
成
金
な
ど
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
展
示
や
協
働
事
業
な
ど
の

オ
フ
ァ
ー
が
年
々
増
え
て
き
て
お
り
、
画
材
費
の

高
騰
な
ど
と
と
も
に
資
金
の
確
保
が
常
に
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
企
業
な
ど
の
ご

助
成
や
ご
協
賛
の
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
特
別
協
賛
な
ど
の
企
業
さ
ま
・
団
体
さ
ま
】

株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
さ
ま

一
般
財
団
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
財
団
さ
ま

株
式
会
社
村
田
製
作
所
さ
ま
・
村
田
機
械
株
式
会
社
さ
ま

株
式
会
社
堀
場
製
作
所
さ
ま
・
洛
和
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
さ
ま
・
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
専

門
学
校
さ
ま
（
順
不
同
）

足 立 茉 莉『 無 題 20231111- ⑤ 』　 画 用 紙・ペン、
H383×W543mm、2023 年制作

国
立
京
都
国
際
会
館
さ
ま
の

ス
モ
ー
ル
ギ
フ
ト
に
採
用

本
年
５
月
に
国
立
京
都
国
際
会
館
さ
ま
が
き
た

ア
ト
リ
エ
を
見
学
さ
れ
、
お
客
さ
ま
へ
の
ご
挨
拶

や
お
礼
、
ま
た
来
館
の
お
客
さ
ま
へ
の
記
念
品
と

し
て
お
渡
し
さ
れ
るG

ive Aw
ay

（
ス
モ
ー
ル
ギ

フ
ト
）
の
一
つ
で
あ
る
宇
治
茶
の
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
、
当
機
構
作
家
の
作
品
４
点
の

ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
を
ご
採
用
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
大
場
多
知
子
さ
ん

「Flow
ers

」、
髙
橋
美
佳
さ
ん
「
再
会
」、
水
玉
み

り
さ
ん
「
友
達
の
顔
」、nem

uro

さ
ん
「
ほ
っ
と
」

の
４
作
品
で
す
。
５
月
以
降
、
数
度
の
デ
ザ
イ
ン

制
作
検
討
を
経
て
、
７
月
に
は
サ
ン
プ
ル
が
出
来

上
が
り
、
８
月
に
は
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
が
完
成
し
ま

し
た
。
ギ
フ
ト
は
大
変
好
評
で
、
現
在
は
欠
品
し

て
い
る
状
態
だ
そ
う
で
す
。

最
近
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
の
活
用
を
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
事
例
を
参
考
に
、
今
後
も
ア
ー
カ
イ
ブ

デ
ー
タ
の
活
用
促
進
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

大場多知子さん（左）と髙橋美佳さん（右）

水玉みりさん（左）とnemuroさん（右）


